
開場

ケースプレゼンテーション①

プログラム

ケースプレゼンテーション②

斎藤 順子 先生 （和気歯科医院）

1.口腔内への健康意識の向上により歯科の重要性を認識していただくことに繋がった一症例

田口 淳 先生（田口歯科クリニック）

2.多数の歯肉退縮に対して異なる根面被覆術を用いて対応した症例

渡部 和美 先生（大谷歯科矯正歯科）

3.歯周基本治療のみで対応した広汎型重度慢性歯周炎の一症例

豊嶋 健史 先生（医療法人 社団新樹会 豊嶋歯科医院）

4.トラブル予防のための臼歯部インプラント周囲粘膜の取り扱い

三好 規子 先生（愛媛県口腔保健センター/順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座）

5.睡眠時無呼吸症候群と歯周病の関連:東温スタディ

小倉 嘉弘 先生（小倉歯科クリニック）

6.咬合崩壊が起こりつつある重度慢性歯周炎患者に対して歯周組織再生療法とインプラント治療で対応した一症例

『補綴歯のための歯周外科治療』
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岡野 孝 先生　小笠原 一行 先生

清水 賢 先生　薮 健一郎 先生
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座長　 
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大江 丙午 先生　石井 肖得 先生座長　 

鈴川 雅彦 先生　小出 康史 先生座長　 

岩田 光弘 先生　和田 圭祐 先生座長　 

関西支部　水野 秀治 先生　　医療法人  貴和会歯科診療所

特別講演②

『DHが行う歯周外科の術前・術後管理』

関西支部　竹内 絵理 先生　　医療法人  貴和会歯科診療所

『上皮下結合組織を応用した根面被覆術の基本と応用』

九州支部　木村 英隆 先生　　医療法人  木村歯科
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特別講演① 
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特別講演③

治療結果を長期的に維持させるためには、清掃性の高い歯周環境の確立が重要になる。その達成において歯
周外科処置は有効な治療法であるが、補綴的観点を考慮することで審美性の獲得も可能となる。今回は、審
美性の改善と治療結果の長期安定を考慮した歯周外科治療と補綴治療の連携について解説いただきます。

近年、歯肉組織の再生は審美歯周形成術の発展とともに進歩を遂げてきました。とりわけ審美領域における
「根面被覆術」と「歯槽堤増大術」の要求は高かまる傾向にあります。審美歯周形成術において、より審美
的な成果を達成するために「上皮下結合組織移植術」は必要不可欠な術式です。今回、上皮下結合組織によ
る根面被覆術の適応症および術式について解説し、施術する際の留意点を解説いただきます。

歯周外科処置を患者に受け入れてもらい、さらに良好な治療結果につなげるためには、歯科衛生士が果たす
役割は大きい。治療の進行に合わせて患者に寄り添い、サポートすることで患者の不安を軽減することがで
きる。今回は、歯周外科処置において必要な術前準備と術後ケアについて解説いただきます。


